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難

を

超

え

て

交

流

を

＝
丁
市
日
本
中
旧
友
舟
統
合

≡
！　
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事
景
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原
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一
昨
年
、

川
口
市
日
本
中
国
友

好
協
会
は
結
成
三
〇
周
年
を
迎
え
、

昨
年
は
中
華
人
民
共
和
国
建
国
三

〇
周
年
を
記
念
し
て
“

川
田
市
日

本
中
国
友
好
親
善
訪
問
団
”
を
結

成
、

訪
問
し
、

中
国
と
の
友
好
親

善
を
深
め
ま
し
た
。

本
年
度
は
定
期
総
会
で
決
定
さ

れ
た
活
動
計
画
に
基
づ
い
て
、

活

発
に
展
開
し
て
い
き
た
い
と
存
じ

て
お
り
ま
す
。

従
来
か
ら
の
中
国
語
教
室
、

た
た

ら
祭
り

へ
の
協
賛
参
加
等
の
一
〇

・浅
）

尊

一
郎

項
目
の
活
動
を
継
続

・
発
展
す
る

と
と
も
に
、

新
た
に
中
国
映
画
鑑

賞
会
、

小
学
校
児
童
の
作
品
の
交

流
を
実
現
し
た
い
と
計
画
を
進
め

て
い
ま
す
。

す
で
に
、

中
国
語
教
室
は
、

入

門
Ａ
ク
ラ
ス
人
名
、

八
門
Ｂ
ク
ラ

ス
十
人
名
で
四
月
に
ス
タ
ー
ト
致

し
ま
し
た
。

七
月
に
は
中
国
映
画
鑑
賞
会
の

開
催
、

親
子
教
室
の
大
使
館
訪
間

の
実
施
、

た
た
ら
祭
り

へ
の
参
加

準
備
を
進
め
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
、

ご
協

力
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、

最
近
日
中
間
は
政
冷

が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
気
に
な
り

ま
す
。
　

“
政
冷
経
熱
ル
と
ぃ
ゎ

れ
て
い
ま
す
が
、

政
冷
が
進
ん
で

も
経
済
は
熱
い
関
係
が
維
持

・
進

行
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま

す
。

国
家
体
制
、

国
民
性
の
違
い

が
あ
る
か
ら
で
す
。

〇
二
年
度
川
田
市
日
本
中
国
友

好
協
会
総
会
で
許
金
平
参
事
官
は
、

国
民
性
の
違
い
に
つ
い
て
講
義
さ

れ
、

〇
四
年
度
総
会
で
毛
姫
平
参

事
官

（武
大
使
婦
人
）
は
こ
の
国

民
性
の
違
い
を
乗
り
越
え
る
に
は
、

民
間
人
の
交
流
を
進
め
る
こ
と
が

大
切
だ
と
説
か
れ
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。

知
る
こ
と
に
よ
つ
て
愛
が
生
ま

れ
、

愛
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
し
よ
う
。

講
演

「通
化
事
件
と
日
中
友
好
」

川
田
市
日
本
中
国
友
好
協
会

副
会
長
　
坂
本
　
隆
太
郎

二
月
十

一
日
、

川
口
市
文
化
セ

ン
タ
ー
ジ
リ
ア
に
て
来
賓
、

招
待

者
、

会
員
人
○
名
が
集
い
、

盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

活
動

・
決

算
報
告
の
承
認
、

規
約
改
正
、

役

員
改
選
、

活
動
計
画
、

予
算
等
が

審
議

。
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
は

「通
化
事
件
と
日
中

友
好
運
動
」
と
題
す
る
坂
本
竜
太

郎
副
会
長
の
講
演
、

そ
の
後
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
、

親
善
を
深
め
ま

し
た
。

たたら祭 り

通化事件講演会



第

二
人
期
中
国
語
教
室
開
講

教
室
代
表
　
本
多
路
子

第
二
人
期
中
国
語
教
室
が
四
月

一
日
金
曜
日
よ
り
入
門
Ｂ
ク
ラ
ス

が
午
後
六
時
半
よ
り
栄
町
公
民
館

で
開
講
し
ま
し
た
。

講
師
は
北
京

出
身
の
丁
脊
先
生
で
す
。

現
在
二
十
二
名
が
中
国
語
を
勉
強

し
て
い
ま
す
。

新
入
生
の
お
手
伝
い
を
す
る
入
門

Ｂ
ク
ラ
ス
の
幹
事
は
初
級
Ａ
ク
ラ

ス
の
永
井
輝
彦
さ
ん

一
年
間
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す

入
門
Ａ
ク
ラ
ス
開
講
式

教
室
代
表
　
本
多
路
子

第
二
人
期
入
門
Ａ
ク
ラ
ス
は
四

月
七
日

（木
）
午
前
十
時
よ
り
協

会
事
務
所
教
室
で
開
講
さ
れ
ま
し

た
。

理
事
長
挨
拶
、

教
室
代
表
の
挨
拶

講
師
挨
拶
に
続
き
先
輩
の
励
ま
し

の
言
葉
と
続
き
ま
し
た
。

講
師
は

左
　
楠
先
生
で
す
。

今
年

一
年
間
の
ク
ラ
ス
幹
事
は

高
島

（上
級
Ｃ
）
、

榎
本

（上
級
Ｃ
）

が
教
室
と
ク
ラ
ス
協
会
と
ク
ラ
ス

の
連
絡
係
と

，
し
て
お
世
話
い
た
し

ま
す
。

今
年
度
日
中
か
わ
ぐ
ち
発
行
は

編
集
委
員

理
事
長

理
　
事

事
務
局

教
室
代
表

入
力

・
印
刷

川
田
市
日
中
電
脳
塾
が
担
当
い

た
し
ま
す
。

発
行
予
定
は
年
間
四

回
の
予
定
で
す
。

教
室
・協
会
関
連

ニ
ュ
ー
ス
は
編

集
委
員
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

栗
原
喜

一
郎

市
原
光
吉

前
田
稔
夫

内
野
繁
子

本
多
路
子



川
口
中
国
語
教
室

第

二
十
七
期
生
修

了
式

二
月
二
十
五
日
に
入
門
Ｂ
ク
ラ

ス
が
栄
町
公
民
館
で

一
時
間
の
授

業
の
あ
と
、

王
梅
老
師
よ
り

一
人

ひ
と
り
修
了
証
を
授
与
さ
れ
、

昨
年
四
月
に
二
十

一
名
で
始
め

ら
れ
た
ク
ラ
ス
は
編
入
者
を
含
め

二
十
二
名
の
受
講
生
が
修
了
式
を

迎
え
ま
し
た
。
う
ち
十
二
名
が
初

級
Ｂ
ク
ラ
ス
に
進
級
し
ま
し
た
。

一
年
間
新
人
生
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
た
だ
い
た
ク
ラ
ス
幹
事

（上
級
Ａ
）内
野
繁
子
（初
級
Ｂ
）

長
沢
淳
子
さ
ん
ご
苦
労
さ
ん
。

王
梅
老
師
よ
り
終
了
証
を

本
多
代
表
の
お
話

修
了
証
授
与
入
門
Ａ

修
了
記
念
撮
影
入
門
Ｂ

修
了
証
を
持

っ
て
入
門
Ａ

第

一
回
中
国
映
画
鑑
賞
会

の
お
知
ら
せ

第

一
回
中
国
映
画
鑑
賞
会
を
２

０
０
５
年
７
月
３
日
、

日
曜
日
、

彩
の
国
ビ
ジ

ュ
ア
ル
プ
ラ
ザ
４
階

映
像
ホ
ー
ル
に
て
開
催
致
し
ま
す
ｃ

開
場
午
後

一
時
終
演
午
後
三
時
三

〇
分
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

中
国
大
使
館
友
好
交
流
部
の
ご

好
意
に
よ
り
、
「秦
備
」
（西
安
兵

馬
備
の
紹
介
ビ
デ
オ
二
十

分
）
と

「ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
」
（ア

メ
リ
カ
に
住
む
中
国
人
の
法
律
の

違
い
生
活
習
慣
の
違
い
の
中
で
家

庭
を
思
う
物
語
で
す
。

）
の
無
料
鑑

賞
会
を
開
催
し
ま
す
。

受
講
生
、

協
会
会
員
に
は
、

整
理
券
を
配
布

い
た
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
鑑
賞

を
。

　
　
↓

担
当
い副
事
務
局
長
　
内
野
繁
子

二
月
二
十

一
日
に
入
門
Ａ
ク
ラ

ス
は
九
名
で
学
習
を
始
め
修
了
迄

到
達
し
た
人
は
、

五
名
、

王
梅
老

師
よ
り
終
了
証
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

皆
さ
ん
四
月
に
は
、

初
級
Ａ

ク
ラ
ス
に
進
級
し
ま
し
た
。
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留
幹
雑
感
‥
・パ
ー
ト
一

モ

ン
ゴ

ル

昨
年
九
月
か
ら
本
年

一
月
ま
で
、

北
京
の

「中
央
民
族
大
学
」

ヘ

語
学
研
修

へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

当
年
六
十
五
歳
、

若
い
人
達
に

混
ざ

つ
て
の
勉
強
は
楽
し
く
も
あ

り
、

ま
た
記
憶
力
の
減
退
に
よ
る

苦
し
い
面
も
あ
り
ま
し
た
。

各
国

か
ら
の
留
学
生
は
約
１
２
０
名
で
、

日
本
人
は
二
十
名
で
し
た
。

留
学

生
は

一
部
を
除
い
て
、

留
学
生
寮

で
二
人

一
組
の
部
屋
で
起
居
し
て

い
ま
す
。

同

一
国
人
が

一
緒
に
入

室
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

部

屋
の
大
き
さ
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ

ル
程
度
で
、

机
、

ス
タ
ン
ド
等
が

準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

民
族
大
学
は
五
十
年
余
の
歴
史

が
あ
り
、

学
生
数
は
、

約
６
０
０

０
名
程
度
で
、

三
割
が
漢
族
、

残

り
七
割
が
蒙
古
族
、

朝
鮮
族
、

回

族
等
の
少
数
民
族
で
す
。

ご
存
知
の
よ
う
に
、

中
国
は

漠
族
の
他
に
、

五
十
五
の
少
数
民

族
が
あ
り
、

当
然
、

国
語
と
し
て
、

ど
の
民
族
も
義
務
教
育
と
し
て
普

通
話
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。

固
有

の
言
語
を
有
す
る
少
数
民
族
は
自

ら
の
言
語
も
学
校
で
勉
強
し
て
い

ま
す
。

民
族
大
学
は
文
科
系
の
学
部
が

多
く
、

こ
の
た
め
、

女
性
が
七
割

を
占
め
て
お
り
、

学
内
は
若
く
、

華
や
か
な
雰
囲
気
で
包
ま
れ
て
い

F“マイロ層再零亨諄守I…

ま
す
。

で
も
、

学
内
で
は
民
族
色
豊
か
。

な
服
装
は
見
ら
れ
ず
、

男
女
と

も
に
ジ
ー
ン
ズ
が
多
く
日
本
の
大

学
生
と
変
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、

日
本
と
違

っ
て
、

女
学
生

に
化
粧
や
口
紅
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

で
も
活
発
で
、

若
さ
溢
れ
る
美
し

さ
が
有
り
ま
し
た
。

ま
た
、

中
国
の
学
生
は
、

よ
く
勉

強
し
て
い
ま
す
。

学
内
に
は
、

公

園
の
よ
う
な
並
木
道
が
あ
り
、

諸

所
の
ベ
ン
チ
で
外
国
語
の
勉
強
を

し
て
い
る
学
生
、

油
絵
を
描
い
て

い
る
画
学
生
、

夜
遅
く
ま
で
教
室

で
勉
強
し
て
い
る
人
等
、

北
京
市

内
の
喧
騒
と
は
違
う

「学
園
」
が

有
り
ま
し
た
。

次
号

へ

山
西
省
は
、

黄
河
中
流
の
黄

土
高
原
に
位
置
す
る
内
陸
省
で
、

総
面
積
が

Ｓ
●
）や
ｏ
ｏ
Ｆ
ぱ
で
、

人

口
が

闇
】灘
『
】ｏ
ミ

人
で
す
。

「人
説
山
西
好
風
光
，

地
肥

水
美
，

五
穀
香
。

（山
西
は
、

景

色
が
綺
麗
で
、

土
地
が
豊
か
で
、

水
が
美
し
く
、

五
穀
の
香
に
満

ち
る
ご

と
い
う
故
郷
を
謳
う
歌

が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
聞
く
た

び
に
、

い
つ
も
わ
た
し
の
目
の

前
に
美
し
い
故
郷
が
浮
か
ん
で

き
ま
す
。

山
西
は
、

小
麦
粉
で
作
っ
た
食

品
が
数
多
く
あ
っ
て
、

全
国
、

い

や
世
界
に
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に

「刀
削
面
（ド
ウ
シ
ョ
ウ
メ

ン
と
を
食
べ
る
の
な
ら
、

本
場
の

山
西
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し

よ
，９
。

ま
た
、

古
代
か
ら
山
西
に
都
を

定
め
た
十
九
の
ゃ王

朝
政
権
が
あ
り
、

中
国
に
お
け
る
古
代
文
明
の
発
祥

地
の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、

自
然
は
、

北
方
地
区
の
特

有
な
雄
壮
さ
と
質
朴
さ
を
持

っ
て

お
り
ま
す
が
、

名
所
古
跡
は
、

五

台
山
、

雲
闘
石
窟
を
代
表
と
す
る

仏
教
の
名
山
と
寺
院
、

平
選
の
古

城
、

喬
家
の

「北
京
四
合
院
」
の

よ
う
な
民
家
住
宅
等
等
、

古
来
よ

り
、

山
西
省
の
至
る
と
こ
ろ
に
根

差
し
て
い
ま
す
。

五台山


